
きさにおける色相の影響
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　目的　近年企業における生活研究が盛んになってきた．市場に製品が氾濫し、何を作る

べきか模索する状況の申、ユーザー二－ズを捉え,これからの生活のあり方を予測する研

究が必要不可欠になってきた．生産する製品の内容や技術力によって、実現される問題解

決のしかたは異なるが、しかし．どんな製品開発においても、基本的には、生活実態をつ

かみ．足りない面や問題点は何か、さらにはどんな生活が求められているのか、という生

活の把握､が出発点となる．現実は、あまりにも単サイクルで物が作られ、こうした過程か

ら開発が進められ具体化することはまだ少ないが．日頃から生活関連の基礎研究を企業独

白に行うことが製品開発の独自性に不可欠だと考える企業も増えてきた．本研究では．生

活実態を捉えた調査をどのようにデザインの問題として考ii-.さらに提案に結びつけてい

くのか、具帳化した事例を通して．そのデザインの方法を報告し．検討する．

　方法　事例のハンガーは使用実態を捉えるため．女子大生9 8名．母親9 3名を対象に

かける収納方法の問題として調査を実施した上で、問題点を抽出して解決方法の可能性を

探り具体的な製品に展開した．また．製品と使用テストからデザインの評価を行った．

　結論　生活実態から出てきた問題点は．道具レベルで解決するものと．生活者の意截や

社会のシステムにまで関わるものがあるが．あらゆる面をデザインの問題として幅広く考

えた上で．問題をしぼることが生活提案としてのデザインには重要である．したがって、

調査にあたっては．単にその物の使用実態にとどまらず、物を取り囲む生活背景や生活行

動な.ど生活者のルールやシステムを明らかにする視点が大切である．
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　目的　大きさ知覚に関して暖色系の色は膨張し、寒色系は収縮することが知られている。

赤・黄・緑■青・紫・白・灰・黒に塗り分けた直方体の見かけの大きさ判断においてGund

lachとMacoubery　は明度の高いものから順に大小が判≪されるとした。Vallisによれば黄

・白・赤・黒・青の順で立体の見えの大きさは小さくなり。明るさとの関係で説明してい

る。色の大きさ効果について、順位や明度との関係は報告されているが、色相については

明確にされていない。立体の大きさ効果と色の属性との関係を次の２点から検討する。①

色相と大きさ効果の関係　②トーン（明度・彩度）と大きさ効果の関係。

　方法　色の見えの判断にバラツキの少ない円錐体を立体刺激とし。表面色を①では日本

色研のビビッド・トーン2 4 色相及び白から黒までの無彩色9段階を用い、シェツフェの

一対比較で見かけの大きさ順位を求め. 色相と大きさ効果を検討。②では①で最大の大き

さ効凛をえた黄と、最小を示した青を含む檀･緑・青紫・赤紫の6 色相をもとにp. It, b ,V

d,ltE,g,dp,dkの9トーンと無彩色9段階を刺激としてトーンと大きさ効果を検討した。

　結果　ビビッド・トーン2 4 色相環では黄４緑４青にかけては明度変化と大きさ評価の

変化は一致しているが、青４紫４赤-・黄では明度の変化以上に色相の要素が強く働いてい

ることが分かった。同一明度の無彩色と有彩色のik 較では有彩色の大きさ効果が認められ

た。トーンと大きさ効果の関係は, 6色相共にトーンの大きさ評価に幅があり、色相のみ

で絶対的に大きく感じる色とか小さく感じる色はない。トーンの選び方で相対的に大きく、

あるいは小さく感じる色が存在する。
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に基づくデザイン方法の研究

家政 ○玉田　真紀

（１

伊藤

）

紀

被　服　175

ハンガーを事例としてー


